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は
じ
め
に

　

明
代
を
代
表
す
る
陽
明
学
者
で
あ
る
王
畿
（
一
四
九
八
〜
一
五
八
三
）
に
、

近
年
に
な
っ
て
王
畿
の
資
料
と
し
て
認
知
さ
れ
た
「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并

引
」
と
題
す
る
資
料
が
あ
る

（
１
）

。
こ
の
資
料
は
、
王
畿
と
交
流
の
あ
っ
た
唐
順
之

（
一
五
〇
七
〜
一
五
六
〇
）
が
編
纂
し
た
『
歴
代
史
纂
左
編
』
の
た
め
に
、
王
畿

が
記
し
た
序
文
と
凡
例
で
あ
る
。
序
文
は
王
畿
の
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
て
よ

く
知
ら
れ
た
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
序
文
と
一
ま
と
ま
り
の
資
料
で
あ
る
「
凡

例
」
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
王
畿
が
序
文
と

凡
例
を
記
し
た
『
左
編
』
は
、
唐
順
之
が
自
序
で
「
治
法
の
為
に
し
て
纂
す
る

な
り
」
と
記
す
よ
う
に
、
唐
順
之
の
経
世
論
が
反
映
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
王

畿
は
そ
の
成
書
に
関
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
序
文
お
よ
び
凡
例
を
記
す
こ
と
に

な
っ
た
が
、
当
該
資
料
は
唐
順
之
の
「
自
序
」
を
承
け
て
、
政
治
に
対
す
る
王

畿
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
当
該
資
料

は
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料
で
あ
る

の
と
同
時
に
、
そ
の
政
治
的
傾
向
を
看
取
で
き
る
数
少
な
い
王
畿
の
編
纂
物
で

あ
る
『
中
鑑
録
』
の
先
行
資
料
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
従
来
王
畿
研
究
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
資

料
で
あ
る
「
凡
例
」
を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
、
王
畿
思
想
の
政
治

方
面
へ
の
展
開
を
示
す
資
料
で
あ
る
『
中
鑑
録
』
を
参
照
資
料
と
し
て
用
い
な

が
ら
、
王
畿
心
学
思
想
に
お
け
る
そ
の
展
開
を
考
察
す
る
。

　
　
　
　

第
一
章　

問
題
の
所
在

　

王
畿
の
思
想
研
究
は
、
そ
の
多
く
が
王
畿
の
講
学
活
動
に
焦
点
を
当
て
て
な

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
に
は
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

一
つ
は
、
王
畿
が
そ
の
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
在
野
で
の
講
学
活
動
に
費
や
し
、

師
で
あ
る
王
守
仁
の
学
問
を
伝
え
る
べ
く
積
極
的
に
活
動
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
王
畿
の
講
学
活
動
の
記
録
は
、
『
龍
溪
會
語
』
六
巻
と
し
て
ま
と
ま
っ

て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
王
畿
の
言
葉
と
し
て
、
「
先
師
（
守
仁
の
こ
と　

筆
者
注
） 

平
生
學
ぶ
所
の
次
第
は
、
則
ち
嘗
て
之
れ
を
聞
け
り
。
已
む
無
く
ん
ば
、
請
ふ 

諸
君
の
爲
に
之
れ
を
誦
す
れ
ば
、
而

す
な
は

ち
自
ら
正
を
取
ら
ん
こ
と
を
（
巻
一
「
書

滁
陽
會
語
兼
示
水
西
宛
陵
諸
志
」
）
」
と
あ
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
陽
明

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に

　
　
　

王
畿
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開

　
　
　
　

　

―
「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并
引
」
と
『
中
鑑
録
』
を
例
に山　

路　
　
　
　

裕
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学
の
系
譜
に
連
な
る
徐
階
「
龍
溪
王
先
生
傳
」
に
、
「
公 

年
八
十
な
る
も
、
猶

ほ
出
遊
を
廢
せ
ず
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
も
そ
の
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

る
。

　

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
王
畿
が
官
職
に
就
い
て
い
た
期
間
が
短
く
、
そ
の
た

め
に
そ
の
思
想
は
現
実
の
政
治
の
場
で
機
能
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
で

あ
る
。
王
畿
が
官
職
に
あ
っ
た
の
は
、
進
士
登
第
後
の
嘉
靖
十
一
（
一
五
三
二
）

年
に
三
十
五
歳
で
南
京
兵
部
職
方
主
事
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
、
病
と
い
う
理
由

で
致
仕
を
乞
う
た
同
二
十
（
一
五
四
一
）
年
ま
で
の
十
年
ほ
ど
に
す
ぎ
ず
、
こ

れ
以
後
、
官
の
世
界
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
王
畿
は
た
だ
ひ
た
す
ら
在
野
で
の
講
学
活
動
に

明
け
暮
れ
る
ば
か
り
で
、
そ
の
思
想
を
政
治
方
面
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
は
な

か
っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
覚
え
る
。
し
か
し
、
王
畿
は
在
野
で
活
動
し
な
が

ら
も
、
一
時
た
り
と
も
経
世
の
志
を
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
稿
の
も
う

一
人
の
重
要
人
物
で
あ
る
唐
順
之
に
宛
て
た
書
簡
で
王
畿
が
、
「
千
古
の
聖
學

は
、
經
世
に
本
づ
き
て
、
枯
槁
の
山
木
と
同
じ
か
ら
ず
。
吾
人
の
此
の
生
は
、

出
處
閒
忙
を
論
ぜ
ず
、
亦
た
只
だ
經
世
一
件
の
事
有
る
の
み
」
（
『
龍
溪
王
先
生

全
集
』
巻
十
「
與
唐
順
之
」
）
と
記
し
て
い
る
の
は
こ
の
こ
と
を
な
に
よ
り
も
物
語
っ

て
い
る
。
王
畿
は
た
し
か
に
生
涯
の
ほ
と
ん
ど
を
講
学
活
動
に
捧
げ
た
が
、
そ

の
こ
と
は
即
座
に
王
畿
に
政
治
へ
の
志
向
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
王
畿
の
経
歴
と
こ
れ
に
伴
う
資
料
上
の
制
約
は
あ
り
つ
つ
も
、

王
畿
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
は
、
そ
の
全
集
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
中

鑑
録
』
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
た
。
『
中
鑑
録
』
は
、
「
爲
善
」
「
搆
悪
」
と

い
う
基
準
の
も
と
に
そ
れ
ぞ
れ
六
分
類
を
設
け

（
２
）

、
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
代
の
宦
官
の

伝
を
記
し
た
書
物
で
、
神
宗
（
万
暦
帝
）
が
即
位
す
る
に
あ
た
り
編
纂
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

『
中
鑑
録
』
に
対
す
る
研
究
は
数
多
い
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
い
く
つ
か

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
嚆
矢
は
荒
木
見
悟
氏
に
よ
る
「
王
龍
渓
の
『
中

鑑
録
』
に
つ
い
て
」
で
あ
る

（
３
）

。
荒
木
氏
は
、
『
中
鑑
録
』
を
編
纂
す
る
際
の
王

畿
の
態
度
に
「
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
龍
渓
思
想
の
特
色
と
限
界
が
示
さ
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
、
前
者
の
「
特
色
」
に
つ
い
て
は
「
い
か
な
る
人
間
に
対

し
て
も
陶
冶
啓
発
の
可
能
性
を
信
ず
る
、
あ
け
す
け
の
人
性
肯
定
論
」
を
、
後

者
の
「
限
界
」
に
つ
い
て
は
「
宦
官
制
度
そ
の
も
の
の
功
罪
は
全
然
取
り
上
げ

る
こ
と
な
く
、
言
わ
ば
こ
の
制
度
を
余
儀
な
い
必
要
悪
と
認
め
た
上
に
、
そ
の

論
議
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
」
を
見
て
と
っ
て
、
該
書
に
対
す
る
総
合
的
な
評

価
と
し
て
「
龍
渓
思
想
の
観
念
的
あ
ま
さ
が
暴
露
さ
れ
て
い
る
」
と
論
じ
る
。

荒
木
氏
以
後
、
『
中
鑑
録
』
に
対
す
る
研
究
は
長
ら
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

近
年
に
な
っ
て
彭
国
翔
氏
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
彭
氏
は
、
王
畿
に
よ
る
『
中

鑑
録
』
編
纂
の
思
想
史
的
意
義
を
論
じ
て
、
講
学
に
よ
っ
て
一
般
民
衆
へ
の
教

化
に
尽
力
し
て
き
た
王
畿
が
、
そ
れ
と
は
反
対
の
方
向
性
で
あ
る
宦
官
の
教
化

を
通
し
て
君
主
へ
影
響
を
及
ぼ
す
と
い
う
路
線
（
上
行
路
線
）
を
と
っ
た
の
は
、

決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
そ
の
思
想
の
深
層
に
お
け
る
一
つ
の
基
本
的
な
志
向

で
あ
る
と
述
べ
た

（
４
）

。
こ
の
ほ
か
近
時
の
研
究
に
、
永
冨
青
地
氏
「
王
畿
『
中
鑑

録
』
に
関
す
る
一
考
察

（
５
）

」
が
あ
る
。
永
冨
氏
は
主
に
『
中
鑑
録
』
の
文
献
学
研

究
と
い
う
視
点
か
ら
、
日
本
の
「
国
立
公
文
書
館
本
」
と
「
尊
経
閣
本
」
、
お

よ
び
北
京
故
宮
博
物
院
図
書
館
蔵
「
清
後
修
本
」
を
比
較
し
、
そ
の
テ
キ
ス
ト

の
全
貌
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
う
え
で
『
中
鑑
録
』
の
内
容
に
つ
い
て
、
王

畿
が
宦
官
に
対
す
る
善
導
教
化
の
可
能
性
を
認
め
、
皇
帝
が
こ
れ
を
制
御
す
べ

き
だ
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
皇
帝
制
を
前
提
と
す
る
体
制
に
お
い
て
は
は
る

か
に
現
実
的
な
考
え
で
あ
っ
た
と
永
冨
氏
は
論
じ
、
そ
の
う
え
で
さ
き
に
紹
介
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し
た
『
中
鑑
録
』
に
対
す
る
荒
木
氏
の
「
龍
渓
思
想
の
観
念
的
あ
ま
さ
」
と
い

う
評
価
を
「
若
干
の
問
題
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
以
上
に
紹
介
し
た
『
中
鑑
録
』
中
に
示
さ
れ
る
王
畿
思
想
に
対

す
る
研
究
を
踏
ま
え
つ
つ
、
従
来
『
中
鑑
録
』
で
し
か
窺
え
な
か
っ
た
王
畿
思

想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
を
「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并
引
」（
以
下
「
序
文
」
と
「
凡

例
」
と
別
称
す
る
）
を
用
い
て
論
じ
る
。
本
資
料
に
関
す
る
先
行
研
究
は
少
な
く
、

注
の
一
に
先
掲
し
た
劉
榮
茂
氏
に
よ
る
論
文
が
わ
ず
か
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。

た
だ
し
当
該
論
文
は
、
「
凡
例
」
を
王
畿
の
佚
文
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
王
畿
の
思
想
の
な
か
に
い
か
に
位
置
づ
け

る
か
と
い
う
考
察
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。
本
稿
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
考

察
し
、
資
料
の
制
限
が
あ
っ
て
従
来
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
王
畿
思

想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
が
、
そ
の
思
想
の
本
質
か
ら
立
ち
現
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并
引
」
か
ら
の
引
用
は
国
立
公
文

書
館
蔵
嘉
靖
四
十
年
刊
本
に
よ
り
、
『
中
鑑
録
』
は
同
館
蔵
万
暦
三
十
九
年
跋

刊
本
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
王
畿
の
ほ
か
の
資
料
に
つ
い
て
は
『
王
畿
集
』
（
鳳

凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ
た
。

　
　
　
　

第
二
章　

『
歴
代
史
纂
左
編
』
と
「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
并
引
」

　
　
　
　

に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
王
畿
と
唐
順
之
と
の
交
遊
、
お
よ
び
王
畿
が
序
文
と
凡
例
を
記

し
た
唐
順
之
『
歴
代
史
纂
左
編
』
に
つ
い
て
触
れ
る
。

　

王
畿
と
唐
順
之
の
交
友
は
、
嘉
靖
十
一
（
一
五
三
二
）
年
に
王
畿
が
会
試
に

赴
い
た
と
き
に
は
じ
ま
る
が
、
学
問
の
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
合
う
よ
う
な
本
格

的
な
交
友
は
、
後
述
の
、
両
者
が
と
も
に
官
職
を
辞
し
て
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

唐
順
之
は
一
般
的
に
明
代
文
学
史
に
お
け
る
唐
宋
派
の
文
章
家
と
し
て
著
名
で

あ
る
が
、
そ
の
思
想
は
黄
宗
羲
が
言
う
よ
う
に
王
畿
の
影
響
を
色
濃
く
受
け

（
６
）

、

王
畿
も
ま
た
唐
順
之
が
死
去
し
た
際
に
は
祭
文
を
書
い
て
そ
の
死
を
深
く
悼
む

な
ど
、
二
人
の
交
友
は
非
常
に
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

王
畿
が
序
文
と
凡
例
と
を
記
し
た
唐
順
之
の
『
歴
代
史
纂
左
編
』
（
以
下
『
左

編
』
）
は
、
唐
順
之
没
後
の
嘉
靖
四
十
（
一
五
六
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
計

一
四
二
巻
あ
る
歴
史
書
で
あ
る
。
唐
順
之
の
自
序
は
「
治
法
の
為
に
し
て
纂
す
」

と
あ
る
よ
う
に
、
唐
順
之
の
経
世
論
が
反
映
さ
れ
た
書
物
と
し
て
理
解
さ
れ
て

い
る

（
７
）

。
そ
の
体
裁
は
、
人
物
を
「
君
」
「
相
」
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
し
て
伝
を

立
て
、
そ
こ
に
そ
の
人
物
に
関
わ
る
事
績
を
か
け
た
も
の
で
あ
る
。
事
績
を
記

す
に
あ
た
り
、
唐
順
之
が
参
考
に
し
た
資
料
は
、
歴
代
の
正
史
は
も
ち
ろ
ん
、

野
史
や
そ
の
他
個
人
の
文
集
や
伝
記
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
さ
き
に
、
『
左
編
』

の
体
裁
は
人
物
を
「
君
」
「
相
」
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、

そ
の
分
類
項
目
は
既
述
の
「
君
」「
相
」
を
含
め
て
全
二
十
五
の
項
目
に
の
ぼ
り
、

天
下
を
治
め
る
に
あ
た
り
関
係
の
あ
る
も
の
を
拾
い
上
げ
た
と
、
唐
順
之
の
自

序
に
は
い
う

（
８
）

。
今
、
『
左
編
』
の
巻
頭
目
録
に
見
え
る
項
目
を
挙
げ
れ
ば
次
の

通
り
で
あ
る
。

君
・
相
・
名
臣
・
謀
臣
・
將
・
后
・
公
主
・
戚
・
儲
・
宗
・
宦
・
幸
・
奸
・

簒
・
亂
・
莽
・
鎭
・
夷
・
儒

（
９
）

・
隠
逸
・
獨
行
・
烈
婦
・
方
技
・
釋
・
道

　

王
畿
は
右
に
見
え
る
『
左
編
』
の
分
類
項
目
ご
と
に
凡
例
を
記
し
て
い
る
が
、

「
凡
例
」
執
筆
の
経
緯
に
つ
い
て
は
該
書
の
「
序
文
」
に
お
い
て
、
「
予 

荊
川

子
と
久
し
く
山
中
に
處
り
、
是
の
編 

商
訂
に
従
ひ
て
、
其
の
筆
削
去
取
の
故

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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を
得
る
毎ご

と

に
、
間
ま
亦
た
折
衷
の
助
有
り
。
故
に
類
毎ご

と

に
数
語
を
詮
繋
し
、
發

し
て
以
て
例
を
見
は
し
、
用
て
揚
榷
を
存
す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う

「
予
與
荊
川
子
久
處
山
中
」
と
は
、
官
職
を
辞
し
て
江
蘇
省
宜
興
の
陽
羨
山
に

隠
居
し
て
い
た
唐
順
之
の
も
と
に
、
同
じ
く
官
職
を
辞
し
て
い
た
王
畿
が
訪
ね

て
い
っ
た
こ
と
を
指
す
。
二
人
は
そ
こ
で
い
く
度
と
な
く
『
左
編
』
の
内
容
に

関
す
る
議
論
を
交
わ
し
、
そ
の
議
論
の
結
果
得
ら
れ
た
二
人
の
折
衷
意
見
を
「
凡

例
」
と
し
て
書
き
記
す
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
れ
ば
、
王
畿
の
「
序
文
」
お
よ
び
「
凡
例
」
は
、
王

畿
と
唐
順
之
と
の
交
遊
を
背
景
と
し
て
、
両
者
の
議
論
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ

と
言
え
る
。
王
畿
に
「
凡
例
」
を
書
く
こ
と
を
依
頼
し
た
の
は
、
『
左
編
』
刊

行
に
携
わ
っ
た
当
時
の
浙
江
総
督
・
胡
宗
憲
（
一
五
一
二
〜
一
五
六
五
）
で
あ
る
が
、

そ
の
背
景
に
は
右
述
の
『
左
編
』
成
書
に
い
た
る
経
緯
が
関
係
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。

　
　
　
　

第
三
章　

「
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
」
君
類
お
よ
び
宦
類
に
見
え

　
　
　
　

る
王
畿
の
政
治
論

　

王
畿
の
「
凡
例
」
が
記
さ
れ
た
経
緯
を
右
に
見
た
。
本
章
で
は
、
「
凡
例
」

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
こ
こ
で
は
、
王
畿
思
想
が
政

治
的
傾
向
と
し
て
い
か
な
る
特
徴
を
も
つ
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
と

り
わ
け
「
凡
例
」
中
の
君
類
と
宦
類
と
に
対
象
を
絞
る
。
た
だ
し
こ
の
こ
と
を

検
討
す
る
前
に
、
王
畿
が
『
左
編
』
刊
行
の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た

の
か
を
、
「
序
文
」
に
拠
っ
て
確
認
し
て
お
く
。

　

王
畿
は
、
統
治
に
は
必
ず
参
照
す
べ
き
法
（
規
範
）
が
あ
る
と
い
う
認
識
を

示
し
な
が
ら
も
、
そ
の
法
が
備
わ
る
「
諸
史
」
は
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
文
献

の
数
が
増
え
る
ば
か
り
で
、
学
ぶ
者
は
要
点
を
つ
か
み
き
れ
て
い
な
い
と
い
う

弊
害
を
指
摘
す
る
。
王
畿
は
「
序
文
」
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

治
に
必
ず
法
有
る
は
、
方
圓
の 

規
矩
に
於
け
る
、
平
直
の 

準
繩
に
於
け

る
が
如
く
、
斷
斷
乎
と
し
て
以
て
無
か
る
可
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
時
に
古

今
有
り
て
、
治
は
之
れ
に
乗
じ
、
治
に
因
革
有
り
て
、
法
は
之
れ
を
紀
し
、

道
は
則
ち
治
・
法
に
貫
か
る
る
も
、
變
通
し
て
以
て
時
に
趨
く
者
な
り
。

夏
・
商
・
周
の
法
は
六
経
に
備
は
り
、
漢
・
唐
・
宋
の
法
は
諸
史
に
備
は

る
。
六
経
は
尚ひ

さ

し
き
に
、
漢
よ
り
し
て
下
は
、
紀
載 

浩
穣
た
り
て
、
茫

と
し
て
端
緒
無
き
は
、
所
謂
ゆ
る
汗
牛
塞
棟
に
し
て
、
強
く
力
有
る
者
と

雖
も
、
其
の
説
に
徧
く
し
て
其
の
義
を
殫
く
す
能
は
ざ
れ
ば
、
學
者
は
焉

れ
を
病
む
。

治
必
有
法
、
如
方
圓
之
於
規
矩
、
平
直
之
於
準
繩
、
斷
斷
乎
不
可
以
無
者

也
。
時
有
古
今
、
而
治
乗
之
、
治
有
因
革
、
而
法
紀
之
、
道
則
貫
乎
治
・
法
、

變
通
以
趨
乎
時
者
也
。
夏
・
商
・
周
之
法
備
於
六
経
、
漢
・
唐
・
宋
之
法

備
於
諸
史
。
六
経
尚
矣
、
自
漢
而
下
、
紀
載
浩
穣
、
茫
無
端
緒
、
所
謂
汗

牛
塞
棟
、
雖
強
有
力
者
、
不
能
徧
其
説
而
殫
其
義
、
學
者
病
焉
。

　

王
畿
か
ら
見
た
と
き
、
『
左
編
』
刊
行
の
意
義
は
、
当
然
右
に
み
た
状
況
を

改
善
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
『
左
編
』
の
編
纂
方
針
が
、
『
史

記
』
よ
り
『
元
史
』
に
至
る
ま
で
の
正
史
は
も
ち
ろ
ん
、
野
史
ま
で
を
も
参
考

に
し
、
可
能
な
限
り
簡
潔
で
あ
る
こ
と
を
旨
と
し
た
の
は

）
（1
（

、
こ
う
し
た
目
的
を

果
た
す
た
め
で
あ
る
。
唐
順
之
が
施
し
た
こ
う
し
た
工
夫
は
、

上
下
二
千
餘
年
、
世
運
の
興
衰
、
人
才
の
淑
慝
、
民
命
の
休
戚
、
地
形
の
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險
易
・
利
害
、
歴
歴
と
し
て
諸
れ
を
掌
に
指
す
が
如
く
、
探
索
に
煩
な
ら
ず
。

上
下
二
千
餘
年
、
世
運
之
興
衰
、
人
才
之
淑
慝
、
民
命
之
休
戚
、
地
形
之

險
易
・
利
害
、
歴
歴
如
指
諸
掌
、
不
煩
探
索
。

と
王
畿
が
記
す
よ
う
に
、
統
治
に
関
わ
る
様
々
な
規
範
を
容
易
に
把
握
可
能
に

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
以
下
に
「
凡
例
」
君
類
と
宦
類
か
ら
、
政
治
に
お
け
る
君
主
と
宦
官

と
の
役
割
に
対
す
る
王
畿
の
見
解
を
見
て
い
く
が
、
こ
の
二
つ
の
項
目
に
な
ぜ

焦
点
を
当
て
る
の
か
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

　

「
君
」
類
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
君
類
が
『
左
編
』
の
分
類
項
目
の
順
序
の

は
じ
め
に
置
か
れ
て
重
視
さ
れ
て
お
り
、
王
畿
も
こ
の
順
序
の
重
要
性
を
前
提

と
し
て
い
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
『
左
編
』
が
統
治
の
法
の
た
め
に
編
纂

さ
れ
、
こ
の
こ
と
に
関
わ
り
な
い
も
の
は
採
録
し
な
か
っ
た
と
い
う
唐
順
之
の

「
自
序
」
中
の
言
葉
を
さ
き
に
見
た
が
、
統
治
に
関
わ
り
あ
る
と
し
て
分
類
し

た
二
十
五
の
項
目
は
、
統
治
の
総
攬
者
と
い
う
点
か
ら
君
に
包
摂
さ
れ
る
と
唐

順
之
は
考
え
た
。
「
治
に
關
す
る
者
は
、
則
ち
…
…
之
れ
を
將
と
相
と
に
總
べ
、

而
し
て
之
れ
を
君
に
總
ぶ
（
關
於
治
者
、
則
…
…
總
之
將
與
相
、
而
總
之
君
）
」
（
自

序
）
と
記
す
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
順
之
が
統
治
の
主
体
を
「
君
」

に
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
『
左
編
』
の
分
類
項
目
中
、
君
類

が
そ
の
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
唐
順
之
の
こ
う
し
た
意
識
の
あ
ら
わ
れ

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
王
畿
も
唐
順
之
と
同
じ
く

君
を
統
治
の
主
体
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

次
に
宦
類
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
王
畿
が
編
纂
し
た
宦
官
の
伝
記
集
で
あ

る
『
中
鑑
録
』
が
、
王
畿
の
思
想
の
な
か
で
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
検

討
す
る
た
め
で
あ
る
。
王
畿
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
を
窺
え
る
数
少
な
い

資
料
で
あ
る
『
中
鑑
録
』
は
、
従
来
で
は
類
似
資
料
が
な
い
た
め
に
、
王
畿
思

想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
と
い
う
視
点
か
ら
は
比
較
検
討
す
る
方
法
が
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
「
凡
例
」
は
『
中
鑑
録
』
よ
り
二
十
年
も
早
く
に
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
王
畿
思
想
に
お
け
る
『
中
鑑
録
』

を
位
置
づ
け
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
両
項
を
と
り
あ
げ
、
ま
ず
は
王
畿
の
君
類
か
ら
見
て
い

く
こ
と
に
す
る
。

　

第
一
節　

君
類
に
見
え
る
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開

　

王
畿
は
「
凡
例
」
君
類
に
お
い
て
、
君
主
が
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義
を
主

張
す
る
。
そ
の
主
張
は
、
歴
史
的
事
実
の
も
つ
鑑
戒
性
が
、
創
守
の
君
主
の
指

針
と
し
て
参
考
に
供
す
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
理
想

的
な
治
世
は
実
現
し
う
る
と
い
う
通
念
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

実
現
さ
れ
る
べ
き
治
世
と
し
て
王
畿
が
夏
・
殷
・
周
の
三
代
を
挙
げ
て
こ
の
三

代
の
学
問
を
心
学
と
捉
え
、
さ
ら
に
こ
れ
を
政
治
の
根
本
と
述
べ
て
い
る
こ
と

は
、
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
と
し
て
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
以
下
に
こ
の
こ
と
を
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
そ

の
前
に
、
王
畿
の
「
凡
例
」
君
類
は
、
あ
く
ま
で
唐
順
之
『
左
編
』
君
類
に
対

す
る
凡
例
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
は
こ
の
『
左
編
』
君
類
に
つ
い
て
、
「
凡
例
」

を
参
照
し
な
が
ら
説
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

『
左
編
』
君
類
に
収
め
ら
れ
る
君
主
は
、
漢
・
唐
・
宋
の
三
代
か
ら
採
ら
れ

た
君
主
で
あ
る

）
（（
（

。
漢
代
か
ら
二
十
二
名
、
唐
代
か
ら
二
十
名
、
宋
代
か
ら
十
六

名
の
帝
位
に
即
い
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
採
録
さ
れ
て
い
る
皇
帝
の
時

代
が
な
ぜ
漢
・
唐
・
宋
な
の
か
に
つ
い
て
、
王
畿
は
「
序
文
」
と
「
凡
例
」
に

お
い
て
言
及
し
て
い
る
。
「
序
文
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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古
今
の 

治
を
論
ず
る
者
は
、
唐
虞
よ
り
し
て
下
は
、
夏
と
曰
ひ
商
と
曰

ひ
周
と
曰
ひ
、
三
代
よ
り
し
て
下
は
、
漢
と
曰
ひ
唐
と
曰
ひ
宋
と
曰
ふ
。

二
者
の
純
駁 

殊
な
り
と
雖
も
、
之
れ
を
均
し
く
す
れ
ば
歴
数
の
傳
を
膺う

け
、
世
教
を
主
持
す
と
爲
す
。

古
今
論
治
者
、
唐
虞
而
下
、
曰
夏
曰
商
曰
周
、
三
代
而
下
、
曰
漢
曰
唐
曰

宋
。
二
者
純
駁
雖
殊
、
均
之
爲
膺
歴
数
之
傳
、
主
持
世
教
。

王
畿
は
こ
こ
で
、
「
古
今
論
治
者

）
（1
（

」
の
言
葉
を
承
け
て
、
『
左
編
』
君
類
に
採
録

さ
れ
る
君
主
が
漢
・
唐
・
宋
の
三
朝
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
さ
し
あ
た
り
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
唐
虞
、
夏
・
殷
・
周
の
「
三

代
」
、
そ
し
て
漢
・
唐
・
宋
の
い
わ
ゆ
る
「
後
三
代

）
（1
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
王
畿

が
治
世
を
区
分
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
三
代
と
後
三
代
と

い
う
区
分
の
仕
方
は
、
後
に
引
用
す
る
資
料
と
の
関
係
か
ら
も
注
意
し
て
お
き

た
い
。
し
か
し
王
畿
の
こ
の
説
明
で
は
、
依
然
と
し
て
君
類
に
採
ら
れ
る
君
主

が
な
ぜ
漢
・
唐
・
宋
に
限
ら
れ
て
い
る
の
か
が
明
ら
か
で
な
い
。

　

そ
こ
で
次
に
、
「
凡
例
」
に
お
け
る
王
畿
の
説
明
を
見
て
み
た
い
。
王
畿
は

こ
こ
で
、
後
三
代
以
外
の
王
朝
に
対
す
る
分
類
と
の
関
わ
り
か
ら
、
よ
り
直
接

的
に
漢
・
唐
・
宋
の
君
主
を
採
録
し
た
理
由
を
説
明
し
て
い
る
。
「
凡
例
」
君

類
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

荊
川
子 

帝
紀
を
纂
す
る
に
、
開
創
の
君
を
詳
ら
か
に
し
、
守
成
を
畧
す

る
は
、
何
ぞ
や
。
作
法
を
重
ん
ず
れ
ば
な
り
。
守
成
を
ば
略
す
る
に
非
ず
、

其
の
事
の
實
は
各
類
に
散
見
す
。
治
に
關
す
る
者
に
非
ず
ん
ば
、
録
せ
ざ

る
な
り
。
漢
・
唐
・
宋
の
君
を
纂
す
る
は
何
ぞ
。
正
統
を
重
ん
ず
れ
ば
な
り
。

魏
と
南
北
朝
と
は
、
簒
な
り
。
呉
・
蜀
は
、
鎮
な
り
。
五
胡
・
遼
・
金
は
、

夷
な
り
。
秦
は
列
國
に
繋
か
れ
ば
、
亦
た
鎮
な
り
。
隋
は
外
戚
に
繫
か
れ

ば
、
亦
た
纂
な
り
。
元
は
狄
に
繫
か
れ
ば
、
亦
た
夷
な
り
。
纂
は
各
お
の

其
の
類
に
從
ふ
な
り
。

荊
川
子
纂
帝
紀
、
詳
於
開
創
之
君
、
畧
於
守
成
、
何
也
。
重
作
法
也
。
守

成
非
略
也
、
其
事
實
散
見
於
各
類
。
非
關
於
治
者
、
弗
録
也
。
纂
漢
・
唐
・

宋
之
君
者
何
。
重
正
統
也
。
魏
與
南
北
朝
、
簒
也
。
呉
・
蜀
、
鎮
也
。
五

胡
・
遼
・
金
、
夷
也
。
秦
繋
列
國
、
亦
鎮
也
。
隋
繫
外
戚
、
亦
纂マ

マ

也
。
元

繫
狄
、
亦
夷
也
。
纂
各
從
其
類
也
。

こ
こ
で
王
畿
は
、
魏
や
南
北
朝
、
あ
る
い
は
隋
や
元
な
ど
の
王
朝
名
を
挙
げ
て
、

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
「
簒
」
「
外
戚
」
「
夷
」
に
分
類
さ
れ
る
が
、
漢
・
唐
・
宋

だ
け
は
「
正
統
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
君
を
採
録
し
た
の
だ
と
述
べ
て
い

る
。
右
引
用
文
中
、
後
三
代
以
外
の
王
朝
が
、
地
方
軍
閥
で
あ
る
藩
鎮
、
臣
下

に
よ
る
簒
奪
、
異
民
族
で
あ
る
夷
狄
、
皇
后
の
親
族
で
あ
る
外
戚
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
い
る
こ
と
か
ら
類
推
す
る
と
、
王
畿
が
「
正
統
」
と
考
え
る
後
三

代
は
、
民
族
的
お
よ
び
政
治
的
な
正
統
性
の
あ
る
王
朝
、
つ
ま
り
、
漢
民
族
で

あ
り
、
か
つ
中
原
を
統
一
し
た
王
朝
を
指
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
歴
史
を
政
治
の
教
訓
と
す
べ
き
こ
と
は
儒
者
の
等
し
く
説
く
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
王
畿
も
そ
の
例
に
も
れ
ず
、
政
治
に
お
け
る
歴
史
の
効
用
を
述
べ

て
い
る
。
「
凡
例
」
君
類
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

夫
れ
創
守
の
君
、
或
い
は
以
て
度
を
恢ひ

ろ

め
、
或
い
は
以
て
猷
を
慎
み
、
或

い
は
以
て
畧
を
宏
め
、
或
い
は
以
て
識
を
淵
く
し
、
恭
儉
・
果
敏
・
明
智
・

仁
慈
は
、
未
だ
嘗
て
善
無
く
ん
ば
あ
ら
ず
し
て
、
亦
た
未
だ
嘗
て
疵
無
く
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ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
其
の
善
に
鑑
み
れ
ば
、
以
て
治
法
を
明
ら
か
に
す

可
く
、
□
其
の
疵
に
鑑
み
れ
ば
、
以
て
亂
の
源
を
窒
ぐ
可
く
、
己
に
於
い

て
之
れ
を
取
る
の
み
。

夫
創
守
之
君
、
或
以
恢
度
、
或
以
慎
猷
、
或
以
宏
畧
、
或
以
淵
識
、
恭
儉
・

果
敏
・
明
智
・
仁
慈
、
未
嘗
無
善
、
而
亦
未
嘗
無
疵
也
。
鑑
其
善
、
可
以

明
治
法
、
□
鑑
其
疵
、
可
以
窒
亂
源
、
於
己
取
之
而
已
矣
。

　

右
引
用
文
は
、
歴
史
的
事
象
の
も
つ
鑑
戒
性
が
政
治
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
を
説
く
儒
者
の
一
般
的
立
場
を
前
提
に
し
て
、
『
左
編
』
君
類
に
採
録
さ

れ
る
後
三
代
の
君
主
の
事
績
に
教
訓
と
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
言
う
も
の

で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
、
後
三
代
が
最
終
的
に
実
現
さ
れ
る
べ
き
治
世
と

し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
で
は
、
王
畿
が
考
え
る
、
実
現

さ
れ
る
べ
き
治
世
と
は
ど
の
時
代
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
夏
・
殷
・

周
の
「
三
代
」
に
ほ
か
な
ら
な
い

）
（1
（

。
王
畿
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
う
え
で
、
三

代
と
後
三
代
と
を
純
駁
の
対
比
で
と
ら
え
た
前
引
「
序
文
」
中
の
考
え
を
踏
ま

え
、
後
世
の
治
世
が
三
代
の
治
世
に
純
一
に
な
ら
な
い
理
由
を
、
そ
れ
ら
の
君

主
が
学
問
を
知
ら
な
い
こ
と
に
見
て
と
っ
て
い
る
。
王
畿
は
右
引
用
文
に
続
け

て
次
の
よ
う
に
言
う
。

嗟
乎
、
後
世
の
君
、
未
だ
三
代
に
純
な
る
能
は
ざ
る
は
、
皆
な
其
の
天
資

の
相
ひ
近
き
に
、
而
も
未
だ
嘗
て
學
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
學
を
知
れ
ば
、

則
ち
以
て
道
を
語
る
可
く
し
て
、
三
代
は
幾ち

か

し
。
三
代
の
學
は
、
危
微
精

一
の
傳
に
原
づ
き
て
、
心
學
な
り
。
是
れ
乃
ち
治
を
出
す
の
本
な
り
。
而

る
に
凡
そ
後
世
一
切
の 

法
術
の
把
持
、
名
義
の
崇
飾
と
夫
の
儀
文
の
表

章
と
に
務
む
る
は
、
焉
れ
に
與

あ
づ
か

ら
ず
。
此
れ
法
外
の
意
な
り
。

嗟
乎
、
後
世
之
君
、
未
能
純
於
三
代
、
皆
其
天
資
之
相
近
、
而
未
嘗
知
學
也
。

知
學
、
則
可
以
語
道
、
而
三
代
幾
矣
。
三
代
之
學
、
原
於
危
微
精
一
之
傳
、

心
學
也
。
是
乃
出
治
之
本
。
而
凡
後
世
一
切
之
務
法
術
之
把
持
、
名
義
之

崇
飾
與
夫
儀
文
之
表
章
、
不
與
焉
。
此
法
外
意
也
。

文
中
、
王
畿
の
い
う
「
學
」
が
な
に
を
指
す
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
全
体

の
文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
「
心
學
」
を
指
す
と
理
解
す
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
の
「
心
學
」
は
、
「
凡
例
」
の
経
史
類
に
お
い
て
六
経
と
心
と
の
関
係
を

王
畿
が
、
「
夫
れ
人
心
は
自
ら
全
經
有
り
て
、
明
と
無
く
晦
と
無
く
、
祖
龍
の

火
も
焚
く
能
は
ざ
る
所
な
れ
ば
、
今
に
至
る
ま
で
、
未
だ
嘗
て
亡
び
ざ
る
な
り
」

と
述
べ
て
、
経
書
に
記
さ
れ
る
理
は
本
来
的
に
「
心
」
に
具
わ
っ
て
い
る
と
見

る
こ
の
立
場
を
指
す
が
、
そ
の
立
場
を
王
畿
は
さ
ら
に
「
治
を
出
す
の
本
」
と

言
い
換
え
て
、
「
心
學
」
の
意
義
を
説
く
の
で
あ
る
。

　

王
畿
が
政
治
の
根
底
に
「
心
學
」
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
で
、
王
畿
が
右
の
よ
う
に
考
え
る
意
義
が
い
か
な
る
点
に
あ
る
の
か
を
、
王

畿
と
同
じ
く
「
危
微
精
一
」
を
心
学
の
源
流
と
考
え
る
王
守
仁
の
「
象
山
文
集

序
」
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。
「
象
山
文
集
序
」
に
は
次
の

よ
う
に
あ
る
。

聖
人
の
學
は
、
心
學
な
り
。
堯
・
舜
・
禹
の
相
ひ
授
受
し
て
、
「
人
心
惟

れ
危
ふ
く
、
道
心
惟
れ
微
か
な
り
、
惟
れ
精 

惟
れ
一
、
允
に
厥
の
中
を

執
れ
」
と
は
、
此
れ
心
學
の
源
な
り
。
…
…
蓋
し
王
道 

息
み
て
伯
術 

行

は
れ
、
功
利
の
徒
、
外
に
天
理
の
近
似
を
假
り
て
以
て
其
の
私
を
濟
し
、

而
し
て
以
て
人
を
欺
き
、
「
天
理
は
固
よ
り
是
く
の
如
し
」
と
曰
ふ
。
知

ら
ず 
既
に
其
の
心
無
き
に
、
而
も
尚
ほ
何
ぞ
所
謂
ゆ
る
天
理
な
る
者
有

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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る
か
を
。
是
れ
自よ

り
し
て
後
、
心
と
理
と
を
析
ち
て
二
と
爲
し
て
、
精
一

の
學
は
亡
ぶ
。
世
儒
の
支
離
な
る
、
外
に
刑
名
器
數
の
末
に
索
め
て
、
以

て
其
の
所
謂
ゆ
る
物
理
な
る
者
を
明
ら
か
に
せ
ん
こ
と
を
求
む
る
も
、
而

も
吾
が
心
は
即
ち
物
の
理
に
し
て
、
初
め
よ
り
外
に
假
る
こ
と
無
き
を
知

ら
ざ
る
な
り
。

聖
人
之
學
、
心
學
也
。
堯
・
舜
・
禹
之
相
授
受
、
曰
「
人
心
惟
危
、
道
心

惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
」
、
此
心
學
之
源
也
。
…
…
蓋
王
道
息
而

伯
術
行
、
功
利
之
徒
、
外
假
天
理
之
近
似
以
濟
其
私
、
而
以
欺
於
人
、
曰

「
天
理
固
如
是
」
。
不
知
既
無
其
心
矣
、
而
尚
何
有
所
謂
天
理
者
乎
。
自
是

而
後
、
析
心
與
理
而
爲
二
、
而
精
一
之
學
亡
。
世
儒
之
支
離
、
外
索
於
刑

名
器
數
之
末
、
以
求
明
其
所
謂
物
理
者
、
而
不
知
吾
心
即
物
理
、
初
無
假

於
外
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
七
）

右
引
用
文
中
で
は
、
理
を
外
に
求
め
る
こ
と
で
「
心
」
を
疎
外
し
て
し
ま
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
、
守
仁
は
こ
の
具
体
例
と
し
て
、「
世
儒
」が
「
形
名
器
数
」と
い
っ

た
「
外
」
に
「
物
理
」
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

　

右
に
引
用
し
た
王
畿
と
守
仁
の
資
料
を
見
る
と
、
「
心
學
」
が
「
危
微
精
一
」

に
も
と
づ
く
と
考
え
る
点
に
お
い
て
、
王
畿
が
そ
の
師
で
あ
る
守
仁
と
共
通
の

認
識
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
指
摘
し

て
お
き
た
い
の
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
「
凡
例
」
中
で
王
畿
が
否
定
的
に
言
及

す
る
「
法
術
の
把
持
」
「
名
義
の
崇
飾
」
「
儀
文
の
表
章
」
に
務
め
る
こ
と
と
、

右
「
象
山
文
集
序
」
中
で
守
仁
が
否
定
的
に
言
及
す
る
、
「
外
」
に
「
物
理
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
理
を
立
ち
現
わ
さ
せ
る
「
心
」
を
疎
外
し
て
し
ま

う
こ
と
と
が
重
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
両
資
料
の
連
関
を
考
え
た

と
き
、
「
凡
例
」
君
類
に
お
い
て
王
畿
が
統
治
行
為
の
根
底
に
「
心
學
」
を
据

え
た
の
は
、
統
治
行
為
が
み
ず
か
ら
の
「
心
」
を
お
い
て
他
に
求
め
ら
れ
よ
う

は
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
と
し
て
次
の
こ

と
が
言
え
る
。
王
畿
は
、
歴
史
上
の
理
想
的
な
治
世
と
し
て
夏
・
殷
・
周
の
三

代
を
考
え
、
そ
の
理
想
の
治
世
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
堯
舜
が
伝
え
、
三
代

に
お
い
て
継
承
さ
れ
た
「
心
學
」
を
君
が
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
こ
と
は
、
君
主
に
よ
る
一
切
の
統
治
行
為
が
、
そ
の
「
心
」
を
措

い
て
他
に
求
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
節　

宦
類
に
見
え
る
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開

　

前
節
で
は
「
凡
例
」
君
類
を
考
察
の
対
象
と
し
た
が
、
本
節
で
は
宦
類
に
そ

の
対
象
を
移
し
た
い
。
王
畿
が
宦
官
に
善
導
教
化
の
可
能
性
を
認
め
て
『
中
鑑

録
』
を
編
纂
し
た
こ
と
を
本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
が
、
同
じ
こ
と
が
「
凡
例
」

宦
類
に
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「
凡
例
」
宦
類
は
、
『
中
鑑
録
』

の
先
蹤
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
存

す
る
最
古
の
『
中
鑑
録
』
が
万
暦
九
（
一
五
八
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し

）
（1
（

、
『
左
編
』
は
嘉
靖
四
十
（
一
五
六
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
両
者

の
最
も
古
い
現
存
資
料
の
刊
行
年
数
か
ら
考
え
れ
ば
『
左
編
』
の
ほ
う
が
二
十

年
早
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
両
者
に
対
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
第
五
章
で
改

め
て
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
。
本
節
で
は
、
宦
官
制
度
そ
の
も
の
に
対
し
て
王

畿
が
い
か
に
考
え
、
ま
た
そ
の
制
度
下
に
お
い
て
宦
官
と
君
主
と
は
い
か
に
あ

る
べ
き
か
を
考
え
て
い
る
か
を
ま
ず
見
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
宦
類

に
見
え
る
王
畿
の
宦
官
認
識
に
は
、
宦
官
を
教
化
の
対
象
と
し
て
み
な
す
考
え

が
あ
り
、
こ
の
考
え
が
、
良
知
は
万
人
に
具
わ
っ
て
い
る
と
す
る
王
畿
思
想
の

核
心
と
重
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
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王
畿
は
、
宦
官
と
政
治
と
の
関
わ
り
、
お
よ
び
こ
れ
に
対
す
る
君
主
の
態
度

を
論
じ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

宦
者
の
設
け
ら
る
る
や
、
其
の
来
る
や 

尚ひ
さ

し
。
閽
人
は
禁
を
守
り
、
寺

人
は
宮
を
守
り
て
、
職
と
し
て
掖
廷
・
永
巷
の
間
を
主
り
、
其
の
分
の
爲

す
所
に
安
ん
じ
て
、
未
だ
嘗
て
之
れ
を
し
て
政
に
與
ら
し
め
ず
。
三
代
以

上
に
閽
宦
の
禍
無
き
は
此
れ
を
以
て
な
り
。
後
世
の
人
主
は
視
て
私
家
の

人
と
爲
し
、
其
の 

己
に
媚
ぶ
る
を
悦
ぶ
な
り
。
故
に
其
の
是
非
利
害
の

機
を
忘
れ
、
惟
に
之
れ
に
任
ず
る
に
政
を
以
て
す
る
の
み
な
ら
ず
、
且
つ

授
く
る
に
兵
権
を
以
て
す
る
も
、
而
も
口
に
は
天
憲
を
含
み
、
身
は
國
命

に
寄
す
る
を
疑
は
ず
。
其
の
能
く
為
す
こ
と
無
き
を
忽
せ
に
す
る
も
、
而

も
擅
権
逆
節
の
漸
な
る
を
知
ら
ず
。
無
窮
の
禍
、
其
の
端
は
實
に
此
こ
に

肇
ま
る
。
其
の
間 

豈
に
挈
然
と
し
て
自
ら
愛
し
み
、
習
ひ
に
緇そ

ま
ら
ざ

る
こ
と
、
呂
強
・
馬
存
亮
・
張
承
業
の
輩
の
如
く
賢
な
る
者
無
か
ら
ん
や
。

諸
れ
を
烏
喙
の
液
に
譬
ふ
れ
ば
、
時
に
人
を
活
か
す
の
功
有
り
と
雖
も
、

終
に
常
服
の
劑
に
は
非
ず
。
要
は
人
主
の 

其
の
漸
な
る
を
過
防
し
、
以

て
之
れ
を
制
す
る
こ
と
有
る
に
在
る
の
み
。

宦
者
之
設
、
其
来
尚
矣
。
閽
人
守
禁
、
寺
人
守
宮
、
職
主
掖
廷
・
永
巷
之
間
、

安
其
分
之
所
爲
、
未
嘗
使
之
與
政
。
三
代
以
上
無
閽
宦
之
禍
者
以
此
。
後

世
人
主
視
爲
私
家
之
人
、
悅
其
媚
己
也
。
故
忘
其
是
非
利
害
之
機
、
不
惟

任
之
以
政
、
且
授
以
兵
権
、
而
不
疑
口
含
天
憲
、
身
寄
國
命
。
忽
其
無
能

爲
、
而
不
知
擅
権
逆
節
之
漸
。
無
窮
之
禍
、
其
端
實
肇
於
此
。
其
間
豈
無

挈
然
自
愛
、
不
緇
於
習
、
如
呂
強
・
馬
存
亮
・
張
承
業
輩
之
賢
者
乎
。
譬

諸
烏
喙
之
液
、
雖
時
有
活
人
之
功
、
終
非
常
服
之
劑
。
要
在
人
主
過
防
其

漸
、
有
以
制
之
而
已
。

　

右
引
用
文
中
で
注
目
し
た
い
の
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
王
畿
が
あ
く
ま
で
当
時
の
体
制
下
で
の
宦
官
統
制
策
を
と
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
制
度
と
し
て
設
け
ら
れ
た
当
初
は
政
治
に
関
与
し
て
い
な

か
っ
た
宦
官
が
、
次
第
に
政
治
に
関
与
し
て
い
っ
た
要
因
を
王
畿
は
君
主
側
に

見
て
い
る
。
明
代
に
お
い
て
、
宦
官
が
政
治
へ
と
関
与
す
る
こ
と
の
弊
害
は
、

黄
宗
羲
が
「
宰
相
六
部
は
、
奄
宦
の
爲
に
奉
行
す
る
の
員
な
る
の
み
」
（
『
明
夷

待
訪
録
』
「
奄
宦
」
）
と
述
べ
る
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ
た
が
、
王
畿
は
宦
官
制
度
そ

の
も
の
の
撤
廃
論
や
、
宦
官
を
君
主
か
ら
遠
ざ
け
て
政
治
に
関
与
さ
せ
な
い
よ

う
に
す
る
論
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
君
主
と
宦
官
と
が
密
接
な

関
係
に
あ
る
当
時
の
現
場
の
現
状
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
両
者
の
あ
る
べ
き

関
係
を
考
え
て
い
る
。

　

二
つ
目
は
、
君
主
が
宦
官
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
点

で
あ
る
。
『
中
鑑
録
』
の
主
た
る
編
纂
意
図
は
、
宦
官
を
教
化
す
る
こ
と
を
通

じ
て
皇
帝
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
一
方
で
君
主
の
側
が
宦
官
を

よ
く
制
御
す
べ
き
こ
と
を
説
く
面
も
み
ら
れ
た
（
前
掲
永
冨
論
文
参
照
）
。
右
の

引
用
文
を
見
る
と
、
君
主
が
宦
官
を
適
切
に
統
制
す
る
こ
と
が
要
点
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
「
凡
例
」
宦
類
と
『
中
鑑
録
』
と
に
共
通
す
る

一
つ
の
要
素
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　

さ
て
、
皇
帝
制
と
宦
官
制
度
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
う
し
た
制
度
下
に
お
け

る
両
者
の
あ
る
べ
き
あ
り
か
た
を
模
索
し
た
王
畿
で
あ
る
が
、
君
主
が
宦
官
を

統
制
す
る
に
し
て
も
、
宦
官
を
通
じ
て
皇
帝
へ
影
響
を
与
え
る
に
し
て
も
、
そ

の
た
め
に
は
宦
官
そ
の
も
の
を
教
化
の
対
象
か
ら
疎
外
す
る
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
積
極
的
に
そ
の
中
に
含
め
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
事
実
、
王
畿
は
そ

の
よ
う
に
考
え
て
宦
官
を
教
化
の
対
象
と
し
て
考
え
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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の
こ
と
は
王
畿
の
思
想
の
い
か
な
る
点
か
ら
導
き
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
、
人
が
先
天
的
に
も
つ
道
徳
覚
知
能
力
で
あ
る
「
良
知
」
が
万
人

に
現
に
具
有
さ
れ
て
い
る
と
す
る
考
え
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
王
畿
は
「
凡
例
」

に
お
い
て
「
良
知
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
次
に
引
用
す
る
部

分
は
、
宦
官
と
て
も
同
じ
「
人
」
で
あ
る
と
い
う
「
同
類
」
の
考
え
に
立
脚
す

る
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
人
間
観
は
、
第
五
章
で
詳
述
す
る
、
い
か
な
る
人

も
心
に
良
知
が
具
有
す
る
こ
と
を
説
く
王
畿
の
良
知
論
と
重
な
る
も
の
と
言
え

る
。
王
畿
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

然
り
と
雖
も
、
此
の
輩 

全
氣
に
非
ず
と
雖
も
、
類
は
亦
た
相
ひ
同
じ
け

れ
ば
、
利
害
は
未
だ
嘗
て
人
に
異
な
る
こ
と
有
ら
ず
。
特
だ
夙
習
に
膠な

ず

み

て
、
偶
た
ま
未
だ
之
れ
を
覺
ら
ざ
る
の
み
。
人
主 

苟
し
く
も
視
て
以
て

同
類
と
爲
し
、
過
ぎ
て
之
れ
が
防
を
爲
す
に
忍
び
ず
、
慎
み
て
師
模
を
選

び
、
朝
夕
に
以
て
之
れ
を
訓
迪
し
、
其
の
左
右
の
常
侍
の 

與
に
言
ふ
可

き
者
を
擇
び
て
、
其
の
是
非
の
心
を
開
き
、
脱
然
と
し
て
分
に
安
ん
ず
る

こ
と
の 

利
爲た

り
て
逆
を
擅
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
の 
害
爲
る
こ
と
を
知

ら
し
む
れ
ば
、
此
れ
禍
を
轉
じ
て
福
と
爲
す
の
機
な
り
。
情
志
は
専
良
に

し
て
、
私
媚
を
爲
さ
ず
、
人
人
務
め
て
自
ら
愛
す
る
を
爲
せ
ば
、
固
よ
り

將
に
之
れ
に
進
む
る
に
稀
苓
を
以
て
せ
ん
と
す
る
な
り
。
豈
に
烏
喙
も
て

之
れ
を
視
る
と
曰
ふ
の
み
な
ら
ん
や
。

雖
然
、
此
輩
雖
非
全
氣
、
類
亦
相
同
、
利
害
未
嘗
有
異
於
人
。
特
膠
於
夙

習
、
偶
未
之
覺
耳
。
人
主
苟
視
以
爲
同
類
、
不
忍
過
爲
之
防
、
慎
選
師
模
、

朝
夕
以
訓
迪
之
、
擇
其
左
右
常
侍
之
可
與
言
者
、
開
其
是
非
之
心
、
使
脱

然
知
安
分
之
爲
利
而
擅
逆
之
爲
害
、
此
轉
禍
爲
福
之
機
。
情
志
専
良
、
不

爲
私
媚
、
人
人
務
爲
自
愛
、
固
將
進
之
以
稀
苓
也
。
豈
曰
烏
喙
視
之
已
乎
。

荒
木
見
悟
氏
は
、
王
畿
が
宦
官
に
対
し
て
も
そ
の
善
導
可
能
性
を
見
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
、
「
い
か
な
る
人
間
に
対
し
て
も
陶
冶
啓
発
の
可
能
性
を
信
ず
る
、

あ
け
す
け
の
人
性
肯
定
論
」
と
述
べ
、
ま
た
王
畿
が
宦
官
制
度
そ
の
も
の
を
抜

本
的
に
検
討
す
る
視
点
に
缺
け
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
『
中
鑑
録
』
に
見
え

る
王
畿
の
思
想
を
「
観
念
的
な
甘
さ
」
が
露
呈
し
て
い
る
も
の
と
見
な
し
た
。

し
か
し
、
荒
木
氏
が
王
畿
思
想
の
缺
陥
と
み
な
し
た
『
中
鑑
録
』
に
見
え
る
思

想
は
、
本
節
で
も
検
討
し
た
よ
う
に
「
凡
例
」
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

か
ら
、
永
冨
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
王
畿
思
想
の
「
観
念
的
甘
さ
」

な
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
宦
官
の
存
在
も
含
む
万
人
が
も
つ
陶
冶
啓
発
の
可
能

性
を
当
時
の
制
度
下
に
お
い
て
現
実
的
に
適
用
さ
せ
て
い
く
と
い
う
、
王
畿
思

想
の
本
質
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　

第
四
章　

王
畿
心
学
思
想
と
史
書
と
の
関
係

　

以
上
、
「
凡
例
」
の
君
類
と
宦
類
と
か
ら
、
君
主
と
宦
官
と
に
対
す
る
王
畿

の
認
識
を
窺
い
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
に
も
王
畿
の
心
学
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
は
「
史
」
に
対
す
る
王

畿
の
考
え
を
窺
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
王
畿
は
『
左
編
』
と
い
う
史

書
の
「
凡
例
」
と
し
て
、「
史
」
そ
の
も
の
を
い
か
に
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

王
畿
の
師
で
あ
る
王
守
仁
が
「
六
経
皆
史
」
を
唱
え
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
れ
と
同
じ
認
識
を
王
畿
に
見
出
す
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
そ

こ
で
本
章
で
は
、
史
に
対
す
る
王
畿
の
認
識
を
「
凡
例
」
経
史
類
か
ら
窺
う
こ

と
に
す
る
。
史
に
対
す
る
王
畿
の
考
え
は
、
「
凡
例
」
の
経
史
類
が
経
と
史
と

併
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
史
は
経
と
不
即
不
離
の
も

日本儒教学会報 五
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の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。
史
に
対
す
る
王
畿
の
考
え
は
も
と
よ
り
体
系
的

な
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
経
史
類
を
手
が
か
り
と
し
て
「
史
」
に
対
す

る
王
畿
の
考
え
を
窺
い
た
い
。

　

王
畿
は
経
史
類
に
お
い
て
、
経
と
史
と
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。

經
は
以
て
道
を
載
せ
、
史
は
以
て
事
を
紀し

る

す
も
、
經
と
史
と
は
一
な
り
。

…
…
漢 

自よ

り
以
下
、
純
駁 

異
な
り
と
雖
も
、
而
も
道
は
未
だ
嘗
て
亡
び

ず
。
故
に　

『
易
』
は
即
ち
羲
皇
の
史
、
『
詩
』
・
『
書
』
・
『
禮
』
・
『
樂
』
は

即
ち
唐
虞
・
三
代
の
史
、
『
春
秋
』
は
即
ち
列
國
の
史
に
し
て
、
後
世
の

史
も
亦
た
漢
・
唐
・
宋
の
經
な
り
。
儒
者
の
學
は
、
心
に
根
づ
き
て
、
率

ひ
て
之
れ
に
由
る
を
之
れ
道
と
謂
ひ
、
擧
げ
て
之
れ
を
措
く
を
之
れ
事
と

謂
ふ
。
道
と
事
と
は
一
な
り
。

經
以
載
道
、
史
以
紀
事
、
經
與
史
一
也
。
…
…
自
漢
以
下
、
純
駁
雖
異
、

而
道
未
嘗
亡
。
故
『
易
』
即
羲
皇
之
史
、
『
詩
』
・
『
書
』
・
『
禮
』
・
『
樂
』

即
唐
虞
・
三
代
之
史
、
『
春
秋
』
即
列
國
之
史
、
而
後
世
之
史
亦
漢
・
唐
・

宋
之
經
也
。
儒
者
之
學
、
根
於
心
、
率
而
由
之
之
謂
道
、
擧
而
措
之
之
謂

事
。
道
與
事
一
也
。

　

王
畿
が
こ
こ
で
経
書
と
史
書
と
の
違
い
を
、
「
道
」
が
記
さ
れ
る
か
「
事
」

が
記
さ
れ
る
か
と
い
う
点
か
ら
区
分
し
た
う
え
で
、
両
者
を
「
一
」
と
見
な
す

の
は
、
『
伝
習
録
』
上
巻
の
守
仁
の
語
「
事
を
以
て
言
へ
ば
之
れ
を
史
と
謂
ひ
、

道
を
以
て
言
へ
ば
之
れ
を
經
と
謂
ふ
。
事
は
即
ち
道
、
道
は
即
ち
事
な
り
。
『
春

秋
』
も
亦
た
經
、
五
經
も
亦
た
史
な
り
」
に
ま
さ
し
く
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
守
仁
の
意
図
は
、
経
と
史
と
が
実
態
と
し
て
は
同
一
の
も
の
で
あ
る

と
い
う
考
え
を
前
提
に
し
て
、
そ
れ
が
「
道
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
は

「
經
」
と
言
い
、
ま
た
「
事
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
は
「
史
」
と
言
う

と
便
宜
的
に
区
分
し
、
「
事
」
は
そ
こ
に
「
道
」
が
表
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
「
事
」
を
記
録
す
る
『
春
秋
』
は
他
の
経
書
と
同
じ
く
「
經
」
で
あ
り
、

ま
た
他
の
経
書
に
記
さ
れ
る
「
道
」
は
、
「
事
」
に
即
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
他
経
も
『
春
秋
』
と
同
じ
く
「
史
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

言
う
も
の
で
あ
る
。
右
引
用
文
で
注
目
し
た
い
の
は
、
守
仁
が
経
史
の
同
一
性

を
言
う
際
、
そ
の
対
象
は
あ
く
ま
で
六
経
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
王
畿

は
そ
の
対
象
を
さ
ら
に
「
後
世
之
史
」
に
ま
で
広
げ
た
点
で
あ
る
。
王
畿
は
守

仁
の
考
え
を
承
け
て
、
六
経
が
「
史
」
で
あ
る
と
述
べ
る
の
と
同
時
に
、
後
世

の
史
の
意
義
を
経
と
同
等
の
も
の
と
し
て
考
え
、
か
つ
「
經
」
に
も
漢
・
唐
・

宋
の
そ
れ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

右
に
み
た
よ
う
に
、
王
畿
は
後
世
の
歴
史
を
も
経
と
同
一
視
す
る
考
え
を
述

べ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
王
畿
に
と
っ
て
こ
の
考
え
は
、
経
と
史
と
が
実
態

と
し
て
は
同
一
で
あ
る
と
い
う
、
守
仁
の
「
六
経
皆
史
」
の
説
か
ら
導
か
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
経
史
が
よ
り
根
源
的
な
と
こ
ろ
で
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
経
史
の
同
一
性
を
導
く
そ
の

考
え
は
い
か
な
る
も
の
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
経
が
記
す
「
道
」
と
史
が
記
す

「
事
」
と
が
、
い
ず
れ
も
「
心
」
を
根
源
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
す
る
考
え

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
上
記
引
用
文
末
に
あ
る
「
儒
者
之
學
、
根
於
心
、
率
而
由

之
之
謂
道
、
擧
而
措
之
之
謂
事
。
道
與
事
一
也
」
と
い
う
一
文
は
そ
の
こ
と
を

言
っ
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
「
經
」
の
根
源
的
な
根
拠
を
「
心
」
に
求
め
る

考
え
は
守
仁
に
も
見
え
る
が
（
『
王
文
成
公
全
書
』
巻
七
「
稽
山
書
院
尊
經
閣
記
」
）
、

経
だ
け
で
な
く
史
を
も
「
心
」
に
結
び
つ
け
た
の
は
王
畿
独
自
の
視
点
と
言
え

る
。
さ
き
の
引
用
文
に
お
い
て
王
畿
は
「
儒
者
之
學
、
根
於
心
」
と
述
べ
て
、

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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儒
者
の
学
問
は
「
心
」
と
い
う
最
も
根
源
的
な
主
体
を
根
底
に
据
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
言
い
、
心
に
従
っ
て
発
現
し
た
も
の
を
「
道
」
と
言
い
、
心
が
行

為
と
し
て
現
出
し
た
も
の
を
「
事
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
道
」
は
心

を
根
源
と
す
る
規
範
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
り
、
「
事
」
は
心
を
根
源

と
す
る
行
為
性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
が
「
心
」
を
媒

介
し
た
同
一
事
象
の
分
相
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
を
記
す
「
經
」
と
「
史
」
も
、

「
心
」
を
共
通
の
基
盤
と
し
て
成
立
し
た
分
相
で
あ
る
と
王
畿
は
考
え
た
。

　

右
に
見
た
よ
う
に
、
王
畿
は
「
心
」
を
基
盤
と
し
た
「
經
」
「
史
」
の
同
一

性
を
述
べ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
後
世
之
史
亦
漢
・
唐
・
宋
之
經
也
」
と
述
べ

て
い
た
。
こ
う
し
た
「
經
」
「
史
」
一
体
観
の
反
面
、
王
畿
は
史
を
経
と
切
り

離
し
、
史
の
源
流
と
し
て
『
春
秋
』
を
考
え
、
こ
れ
と
歴
代
の
正
史
と
に
対
し

て
断
絶
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
で
も
あ
る
。
経
史
類
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

権
衡
を
執
り
て
、
然
る
後
に
以
て
輕
重
を
較
ぶ
可
し
。
未
だ
是
非
の 

己

に
公
な
ら
ず
し
て
、
能
く
人
の
是
非
を
辨
ず
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
孔
子 

『
春
秋
』を
作
る
に
、
是
非
の
公
を
以
て
之
れ
に
加
ふ
る
に
筆
削
を
以
て
す
、

所
謂
ゆ
る
其
の
事
を
直
書
し
て
其
の
義 

自
ら
見あ

ら

は
れ
、
我 
心
を
容
る
る

こ
と
無
し
。
後
世
の
史
は
法
を
『
春
秋
』
に
取
り
て
、
遷
の
史 
之
れ
が

冠
爲た

る
も
、
其
の 

「
孔
子
世
家
」
を
叙
ぶ
る
を
観
る
に
、
商
羊
・ 
萍
實
・

楛
矢
・
専
車
の
辨
に
屑
屑
た
り
て
、
以
て
聖
の 

聖
爲
る
は
、
該
博
に
止

ま
る
と
爲
す
の
み
。
故
に
其
の 

史
を
爲
る
や
、
亦
た
惟
だ
該
博
に
務
め
て
、

先
後
・
進
退
・
貴
賤
の
間
に
於
い
て
は
、
是
非 

頗
る
聖
人
に
謬
ま
り
て
、

之
れ
を
誣
に
失
ふ
こ
と
多
し
。
固
の
史
以
下
、
是
非
の
謬
る
こ
と
、
大
畧 

此
れ
に
類
す
る
は
、
是
れ
徒
ら
に
輕
重
の
當
に
較
ぶ
べ
き
を
知
る
も
、
而

も
権
度
の
當
否
に
由
る
を
知
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

執
権
衡
、
然
後
可
以
較
輕
重
。
未
有
是
非
不
公
於
己
、
而
能
辨
乎
人
之
是

非
者
也
。
孔
子
作
『
春
秋
』
、
以
是
非
之
公
加
之
以
筆
削
、
所
謂
直
書
其

事
而
其
義
自
見
、
我
無
容
心
焉
。
後
世
之
史
取
法
『
春
秋
』
、
而
遷
史
爲

之
冠
、
観
其
叙
「
孔
子
世
家
」
、
屑
屑
於
商
羊
・ 

萍
實
・
楛
矢
・
専
車
之
辨
、

以
爲
聖
之
爲
聖
、
止
於
該
博
而
已
。
故
其
爲
史
、
亦
惟
務
於
該
博
、
而
於

先
後
・
進
退
・
貴
賤
之
間
、
是
非
頗
謬
於
聖
人
、
多
失
之
誣
。
固
史
以
下
、

是
非
之
謬
、
大
畧
類
此
、
是
徒
知
輕
重
之
當
較
、
而
不
知
由
於
権
度
之
當

否
也
。

さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
王
畿
は
、
『
春
秋
』
は
経
書
で
あ
る
の
と
同
時
に
「
列

國
之
史
」
で
あ
る
が
、
そ
の
『
春
秋
』
が
「
經
」
と
し
て
特
別
な
権
威
を
持
つ

の
は
、
た
ん
な
る
列
国
の
歴
史
に
対
し
て
孔
子
が
「
是
非
之
公
」
に
よ
っ
て
筆

削
を
加
え
た
か
ら
だ
と
考
え
て
い
た
。
王
畿
に
と
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
是
非
」

は
、
み
ず
か
ら
の
心
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
商
羊
や
萍
実

と
い
っ
た
外
在
の
事
物
に
求
め
る
べ
き
も
の
で
は
な
い

）
（1
（

。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

王
畿
か
ら
見
る
と
、
正
史
の
は
じ
め
で
あ
る
『
史
記
』
の
孔
子
世
家
に
は
、
孔

子
の
聖
人
た
る
ゆ
え
ん
が
「
該
博
」
に
あ
る
か
の
よ
う
な
記
述
が
な
さ
れ
、
そ

の
た
め
に
『
史
記
』
は
全
体
を
通
じ
て
「
該
博
」
で
あ
る
こ
と
に
務
め
て
、
結

果
と
し
て
是
非
の
判
断
を
誤
り

）
（1
（

、
『
史
記
』
に
続
く
正
史
も
同
じ
誤
り
を
犯
し

て
い
る
と
映
っ
た
。
文
中
に
王
畿
が
述
べ
る
「
是
非
頗
謬
於
聖
人
」
と
は
、
班

固
が
『
史
記
』
を
批
判
し
た
際
の
言
葉
で
あ
る
が

）
（1
（

、
王
畿
は
そ
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
『
漢
書
』
に
も
向
け
て
、
歴
代
正
史
の
編
纂
方
針
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
『
春
秋
』
は
「
是
非
之
公
」
と
い
う
「
権
度
」
に
よ
っ
て
、
歴
代

の
正
史
は
「
該
博
」
と
い
う
「
権
度
」
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
王
畿
は
考
え

た
が
、
歴
代
の
こ
う
し
た
正
史
は
「
権
度
」
そ
の
も
の
が
妥
当
か
ど
う
か
を
知
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ら
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
章
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
王
畿
に
と
っ
て
、

「
經
」
と
「
史
」
と
は
「
心
」
と
い
う
共
通
項
を
基
盤
と
し
た
同
一
事
象
を
指

す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
王
畿
は
、
史
を
経
と
切
り
離
し
、
史
の
源
流

と
し
て
の
『
春
秋
』
に
は
孔
子
が
筆
削
を
加
え
た
際
に
基
準
と
し
た
「
是
非
之

公
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
世
の
史
書
は
「
該
博
」
を
基
準
と
し

た
た
め
に
、
是
非
に
つ
い
て
す
こ
ぶ
る
誤
謬
を
き
た
し
た
、
と
考
え
た
。
こ
の

考
え
は
、
「
己
」
す
な
わ
ち
自
己
の
「
心
」
に
よ
っ
て
、
「
是
非
」
は
明
ら
か
に

さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
王
畿
心
学
思
想
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

第
五
章　

王
畿
思
想
に
お
け
る
「
凡
例
」
の
位
置

　

本
稿
の
終
わ
り
に
、
王
畿
思
想
に
お
け
る
「
凡
例
」
の
位
置
づ
け
を
、
と
く

に
宦
類
を
中
心
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
二

節
冒
頭
で
も
簡
単
に
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
王
畿
の
『
中
鑑
録
』
が
『
左
編
』

を
底
本
と
し
て
利
用
し
た
と
指
摘
す
る
呉
兆
豊
氏
の
研
究
を
参
照
し
て
検
討
す

る
こ
と
に
す
る
。

　

『
中
鑑
録
』
は
、
宦
官
を
教
化
す
る
こ
と
を
通
し
て
皇
帝
に
影
響
を
与
え
る

た
め
に
、
善
悪
の
基
準
を
も
と
に
し
て
王
畿
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
宦
官
の
伝

記
集
で
あ
る
。
こ
れ
は
王
畿
思
想
の
政
治
方
面
へ
の
展
開
を
窺
え
る
数
少
な
い

資
料
で
あ
る
が
、
本
稿
で
も
み
た
よ
う
に
、
「
凡
例
」
に
も
宦
類
が
立
項
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
宦
官
に
対
す
る
王
畿
の
お
お
よ
そ
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
「
凡
例
」
は
『
中
鑑
録
』
よ
り
も
時
期
的
に
先
行
す
る
こ
と
か
ら
、
『
中
鑑

録
』
の
先
行
資
料
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、こ
れ
に
よ
り
『
中

鑑
録
』
の
編
纂
が
一
時
的
な
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
彭
国
翔
氏

の
見
解
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
『
中
鑑
録
』
に
採
録
さ

れ
る
宦
官
と
『
左
編
』
宦
類
に
採
録
さ
れ
る
宦
官
と
が
多
く
重
な
る
と
い
う
形

式
的
な
面
と
、
『
中
鑑
録
』
と
「
凡
例
」
宦
類
と
に
良
知
説
を
背
景
と
し
た
共

通
の
人
間
観
が
あ
る
と
い
う
思
想
の
内
実
的
な
面
に
よ
っ
て
検
討
を
進
め
る
。

　

呉
兆
豊
氏
は
、
「
明
儒
王
畿
《
中
鑒
錄
》
的
流
傳
・
編
刊
與
内
容
特
色
」
（
注

十
五
を
参
照
）
に
お
い
て
、
『
中
鑑
録
』
に
採
録
さ
れ
る
宦
官
は
、
明
代
の
宦
官

十
二
名
を
除
く
と
、
以
下
の
資
料
を
主
な
出
典
と
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
の

出
典
と
は
、
『
冊
府
元
亀
』
内
臣
部
、
正
史
宦
官
伝
、
唐
順
之
『
左
氏
始
末
』
、

そ
し
て
『
左
編
』
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
呉
氏
は
『
左
氏
始
末
』
と
『
左
編
』

箇
所
の
脚
注
に
お
い
て
、
「
除
宦
官
閻
文
應
未
收
、
王
守
澄
傳
乃
綜
合
參
考
新

舊
《
唐
書
》
及
《
歴
代
史
纂
左
編
》
外
、《
歴
代
史
纂
左
編
》
所
錄
其
他
宦
官
傳
、

也
都
被
《
中
鑒
錄
》
直
接
鈔
錄
」
と
指
摘
す
る
。
『
中
鑑
録
』
の
編
纂
・
刊
行

時
期
を
彭
国
翔
氏
が
指
摘
す
る
万
暦
元
年
前
後
だ
と
推
定
す
れ
ば
（
注
十
五
参

照
）
、『
左
編
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
そ
れ
を
さ
か
の
ぼ
る
嘉
靖
四
十
（
一
五
六
一
）

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
き
に
挙
げ
た
諸
書
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
王
畿
が

自
身
も
成
書
に
携
わ
っ
た
『
左
編
』
の
宦
類
を
底
本
と
し
て
『
中
鑑
録
』
を
編

纂
し
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
言
え
る
。

　

王
畿
が
『
中
鑑
録
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
『
左
編
』
宦
類
を
底
本
と
し

て
い
た
な
ら
ば
、
当
然
「
凡
例
」
宦
類
の
自
身
の
見
解
も
『
中
鑑
録
』
に
反
映

さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
「
凡
例
」
の
宦
類
に
は
、
宦
官
で
あ
っ
て
も
「
利

害
」
は
通
常
の
人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て

宦
官
を
善
導
教
化
で
き
る
と
す
る
王
畿
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
と
同

じ
考
え
が
、
『
中
鑑
録
』
の
冒
頭
に
あ
る
「
中
鑒
答
問
」
と
い
う
、
王
畿
の
自

称
で
あ
る
「
外
史
氏

）
（1
（

」
と
「
客
」
と
の
想
定
問
答
が
記
さ
れ
る
資
料
か
ら
窺
え

る
。
王
畿
は
客
の
「
善
與
惡
、
孰
從
而
明
之
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
次
の
よ

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に
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う
に
答
え
て
い
る
。

外
史
氏
曰
は
く
、
「
諸
れ
を
此
の
心
に
明
ら
か
に
す
る
の
み
。
是
非
と
は
、

人
の
本
心
、
善
惡
の
則
な
り
。
是
非
の
心
は
、
人 

皆
な
之
れ
有
り
、
所

謂
ゆ
る
良
知
な
り
。
堯
舜
よ
り
以
て
塗
人
に
至
る
ま
で
、
一
な
り
。
小
人 

閒
居
し
て
不
善
を
爲
し
て
至
ら
ざ
る
所
無
き
も
、
君
子
を
見
る
に
及
び
て

は
、
則
ち
其
の
不
善
を
掩
ひ
て
其
の
善
を
著
は
し
、
指
し
て
以
て
小
人
と

爲
せ
ば
則
ち
拂
然
と
し
て
怒
る
。
是
れ
小
人
も
未
だ
嘗
て
良
知
無
く
ん
ば

あ
ら
ざ
る
な
り
。
忤
逆
不
孝
の
人
、
平
時 

其
の
親
を
毆
辱
し
て
至
ら
ざ

る
所
無
き
も
、
指
し
て
不
孝
と
爲
す
に
及
び
て
は
則
ち
拂
然
と
し
て
怒
る
。

是
れ
忤
逆
不
孝
の
人
も
未
だ
嘗
て
良
知
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
行
道

の
人
、
死
に
至
る
も
嘑
蹴
の
食
を
受
け
ざ
れ
ば
、
行
道
の
人
と
雖
も
未
だ

嘗
て
良
知
無
く
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
小
人
の 

君
子
に
進
む
可
く
、

塗
の
人
の 

堯
舜
に
入
る
可
き
は
、
外
よ
り
來
る
に
非
ず
、
自
ら
反
り
自

ら
求
む
れ
ば
、
即
ち
之
れ
を
自
得
す
。
所
謂
ゆ
る
諸
れ
を
心
に
明
ら
か
に

す
と
は
、
此
れ
な
り
」
。

外
史
氏
曰
、
「
明
諸
此
心
而
已
矣
。
是
非
者
、
人
之
本
心
、
善
惡
之
則
也
。

是
非
之
心
、
人
皆
有
之
、
所
謂
良
知
也
。
自
堯
舜
以
至
塗
人
、
一
也
。
小

人
閒
居
爲
不
善
無
所
不
至
、
及
見
君
子
、
則
掩
其
不
善
而
著
其
善
、
指
以

爲
小
人
則
拂
然
怒
、
是
小
人
未
嘗
無
良
知
也
。
忤
逆
不
孝
之
人
、
平
時
毆

辱
無
所
不
至
、
及
指
爲
不
孝
則
拂
然
怒
、
是
忤
逆
不
孝
之
人
未
嘗
無
良
知

也
、
行
道
之
人
、
至
死
不
受
嘑
蹴
之
食
、
雖
行
道
之
人
未
嘗
無
良
知
也
。

…
…
小
人
之
可
進
於
君
子
、
塗マ

マ
之
人
可
入
於
堯
舜
、
非
自
外
來
也
、
自
反

自
求
、
即
自
得
之
。
所
謂
明
諸
心
者
、
此
也
」
。

こ
こ
で
王
畿
は
み
ず
か
ら
の
良
知
説
を
全
面
に
押
し
出
し
て
、
い
か
な
る
人
間

に
も
良
知
が
具
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し

た
人
間
観
を
も
つ
王
畿
が
、
宦
官
に
も
善
導
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
は
、「
凡
例
」
宦
類
に
お
い
て
王
畿
が
「
此

輩
雖
非
全
氣
、
類
亦
相
同
、
利
害
未
嘗
有
異
於
人
。
特
膠
於
夙
習
、
偶
未
之
覺

耳
。
…
…
使
脱
然
知
安
分
之
爲
利
而
擅
逆
之
爲
害
、
此
轉
禍
爲
福
之
機
」
（
十
五

頁
、
前
引
）
と
述
べ
て
、
宦
官
を
通
常
の
人
と
同
類
と
み
な
す
こ
と
に
よ
っ
て

教
化
の
可
能
性
を
認
め
る
考
え
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
王
畿
が
『
左
編
』
の
成
書
に
関
わ
り
、
か
つ
こ

れ
に
「
凡
例
」
を
記
し
た
こ
と
は
、
こ
と
に
宦
官
に
つ
い
て
だ
け
言
え
ば
、『
中

鑑
録
』
の
編
纂
と
い
う
形
で
大
い
に
活
用
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
は
、
本
稿
第
一
章
で
紹
介
し
た
『
中
鑑
録
』
に
対
す
る
彭
国
翔

氏
の
見
解
、
す
な
わ
ち
王
畿
の
『
中
鑑
録
』
編
纂
が
決
し
て
遇
発
的
な
も
の
で

は
な
く
、
そ
の
思
想
に
お
け
る
基
本
的
な
傾
向
で
あ
る
と
す
る
見
解
を
積
極
的

に
支
持
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　
　
　
　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
資
料
の
少
な
さ
に
起
因
す
る
王
畿
心
学
思
想
の
政
治
論
へ
の
展

開
を
考
察
す
る
た
め
に
、
近
年
王
畿
の
資
料
と
し
て
認
知
さ
れ
た
「
凡
例
」
を

主
な
考
察
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
、と
く
に
君
類
と
宦
類
を
中
心
に
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
王
畿
が
当
時
の
皇
帝
制
と
宦
官
制
と
い
う
体
制
を
前
提
と
し
て
、

君
類
に
お
い
て
は
「
心
學
」
を
政
治
の
根
本
に
置
き
、
宦
類
に
お
い
て
は
、
後

の
『
中
鑑
録
』
に
繋
が
る
、
宦
官
を
含
む
い
か
な
る
人
間
に
対
し
て
も
陶
冶
啓

発
の
可
能
性
を
信
じ
る
王
畿
の
心
学
思
想
に
も
と
づ
く
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
ま
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た
、
「
史
」
に
対
す
る
王
畿
の
認
識
に
も
、
そ
の
心
学
的
特
質
を
見
て
取
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
特
質
を
持
つ
「
凡
例
」
の
王
畿
思
想
内
に
お
け
る

位
置
づ
け
と
し
て
は
、
『
中
鑑
録
』
の
先
行
資
料
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
れ
は
つ
ま
り
、
『
中
鑑
録
』
に
示
さ
れ
る
王
畿
の
考
え
が
、
万
人

に
陶
冶
啓
発
の
可
能
性
を
認
め
る
点
で
本
質
的
で
あ
り
、
当
時
の
体
制
下
に
お

い
て
発
揮
さ
れ
る
点
で
現
実
的
で
あ
る
こ
と
を
う
ら
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。

　

注

（
（
）　

劉
榮
茂
「
王
龍
溪
〈
歴
代
史
纂
左
編
凡
例
並
引
〉
佚
文
」
（
『
鵝
湖
』
五
月
号
、
鵝

湖
月
刊
社
、
二
〇
一
六
年
）
。

（
1
）　

各
分
類
の
内
訳
は
、
「
爲
善
」
が
忠
類
・
賢
類
・
労
類
・
勢
類
・
能
類
・
準
類
、
「
搆

悪
」
が
逆
類
・
乱
類
・
奸
類
・
横
類
・
貪
類
・
残
類
で
あ
る
。

（
1
）　

荒
木
見
悟
『
中
国
思
想
史
の
諸
相
』
中
国
書
店
、
一
九
八
九
年
。

（
1
）　

彭
国
翔
「
王
龍
溪
的
《
中
鑑
録
》
及
其
思
想
史
意
義
―
有
関
明
代
儒
学
基
調
的

転
換
」
（
『
近
世
儒
学
史
的
辨
正
与
鉤
沉
』
二
〇
一
五
年
、
一
七
一
頁
）

（
1
）　

『
陽
明
学
』
二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
陽
明
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
二
〇
年
。

（
1
）　

「
先
生
之
學
、
得
之
龍
溪
者
爲
多
」
（
『
明
儒
學
案
』
巻
二
十
六
）
。

（
1
）　

た
と
え
ば
李
徳
鋒
「
明
唐
順
之
《
左
編
》
経
世
編
纂
特
点
探
析
」
（
『
内
蒙
古
大
学

学
報
』
四
十
三
巻
四
期
、
二
〇
一
一
年
）
。

（
1
）　

「
左
編
者
爲
治
法
而
纂
也
。
非
關
於
治
者
、
勿
錄
也
。
關
於
治
者
、
則
妃
后
・
外

戚
・
儲
・
宗
・
宦
・
倖
・
奸
・
簒
・
方
鎮
・
夷
狄
・
草
莽
之
亂
、
而
總
之
將
與
相
、

而
總
之
君
、
亦
云
備
矣
」
。

（
1
）　

『
左
編
』
の
目
録
上
の
分
類
項
目
の
「
儒
」
（
巻
一
一
九
〜
巻
一
二
九
）
は
、
そ
の

下
に
さ
ら
に
い
く
つ
か
小
分
類
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
王
畿
の
凡
例
も
、
こ
れ
に

対
応
し
て
「
儒
」
と
し
て
立
項
し
て
凡
例
を
記
し
た
後
に
、
当
該
項
目
を
さ
ら
に

「
經
史
」
「
文
詞　

附
字
」
に
分
割
し
、
各
々
項
目
を
立
て
て
い
る
。
た
と
え
ば
、『
左

編
』
の
巻
一
一
九
か
ら
巻
一
二
二
ま
で
の
副
題
「
道
学
」
に
は
、「
凡
例
」
で
は
「
儒
」

が
対
応
し
、
同
巻
一
二
三
か
ら
巻
一
二
四
ま
で
の
副
題
「
傳
經
」
、
巻
一
二
五
の
副

題
「
史
」
に
は
、
「
凡
例
」
で
は
「
経
史
」
が
対
応
し
て
い
る
。
同
じ
く
巻
一
二
六

と
巻
一
二
七
の
「
文
」
、
巻
一
二
八
と
巻
一
二
九
の
「
詞
」
は
、「
凡
例
」
で
は
「
文
詞
」

が
対
応
し
て
お
り
、
巻
一
二
九
の
な
か
に
付
随
す
る
書
家
が
、「
凡
例
」
で
も
「
字
」

と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。

（
（1
）　

「
吾
友
荊
川
子
乃
取
歴
代
諸
史
、
纂
其
有
關
於
治
者
、
分
爲
若
干
類
、
間
次
錯
陳
、

略
加
櫽
括
、
比
事
以
聯
、
務
從
簡
約
…
…
是
編
則
盡
取
全
史
、
旁
及
諸
家
百
代
・

稗
官
野
乗
」
（
王
畿
「
序
文
」
）
。

（
（（
）　

た
だ
し
第
一
巻
「
漢　

高
祖
」
に
は
田
儋
・
彭
越
・
黥
布
・
盧
綰
・
陳
豨
・
呉

芮
が
附
さ
れ
て
お
り
、
第
三
巻
の
「
漢　

光
武
」
に
は
隗
囂
・
公
孫
述
が
附
さ
れ
、

第
六
巻
「
宋　

太
祖
」
に
は
李
筠
・
李
重
進
が
附
さ
れ
て
い
る
。

（
（1
）　

こ
の
「
古
今
論
治
者
」
云
々
に
つ
い
て
、
王
畿
が
具
体
的
な
人
物
を
想
定
し
て

い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

（
（1
）　

夏
・
殷
・
周
の
「
三
代
」
に
対
し
て
、
漢
・
唐
・
宋
を
「
後
三
代
」
と
称
す
る
の
は
、

南
宋
末
か
ら
元
に
か
け
て
の
人
で
あ
る
方
回
『
桐
江
續
集
』
に
収
め
ら
れ
る
「
進

齋
序
」
や
、
明
末
の
李
贄
『
藏
書
』
の
「
藏
書
世
紀
列
傳
總
目
前
論
」
中
に
も
見

え
る
。

（
（1
）　

こ
こ
で
、
理
想
の
治
政
と
し
て
王
畿
が
三
代
を
も
ち
だ
す
の
は
、
王
守
仁
が
、

実
現
で
き
る
統
治
は
三
代
だ
け
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
を
承
け
る
か
ら
で
あ
る
。

守
仁
の
次
の
語
を
参
照
。

　
　
　

「
唐
・
虞
以
上
之
治
、
後
世
不
可
復
也
、
略
之
可
也
。
三
代
以
下
之
治
、
後
世
不

可
法
也
、
削
之
可
也
。
惟
三
代
之
治
可
行
」
（
『
傳
習
錄
』
上
巻
）
。

（
（1
）　

尊
経
閣
蔵
本
を
指
す
。
た
だ
し
尊
経
閣
本
は
あ
く
ま
で
現
存
す
る
『
中
鑑
録
』

の
な
か
で
最
古
の
版
本
な
の
で
あ
っ
て
、
『
中
鑑
録
』
最
古
の
版
本
な
わ
け
で
は
な

王畿思想の政治方面への展開―「歴代史纂左編凡例并引」と『中鑑録』を例に



い
。
詳
し
く
は
前
掲
永
冨
論
文
を
参
照
。
な
お
、
彭
国
翔
氏
は
前
掲
「
王
龍
渓
的
《
中

鑑
録
》
及
其
思
想
史
意
義
―
有
関
明
代
儒
学
基
調
的
転
換
」
の
な
か
で
、
王
畿
の

書
簡
の
う
ち
『
中
鑑
録
』
が
編
纂
さ
れ
る
過
程
を
窺
え
る
資
料
を
用
い
て
、『
中
鑑
録
』

の
刊
行
は
万
暦
元
年
よ
り
や
や
早
い
時
期
と
推
定
し
、
編
纂
期
間
は
刊
行
を
遡
る

こ
と
二
・
三
年
と
す
る
。
一
方
で
呉
兆
豊
氏
は
、
編
纂
期
間
を
神
宗
が
即
位
し
た
隆

慶
六
年
六
月
以
降
と
す
る
（
「
明
儒
王
畿
《
中
鑒
錄
》
的
流
傳
・
編
刊
與
内
容
特
色
」
『
明

代
研
究
』
二
〇
一
七
年
）
。 

（
（1
）　

「
漢
儒
不
知
聖
人
之
學
本
諸
性
情
、
屑
屑
然
取
證
于
商
羊
・
萍
實
・
防
風
之
骨
・

肅
慎
之
矢
之
迹
。
以
徧
物
為
知
、
必
假
知
識
聞
見
、
助
而
發
之
、
使
世
之
學
者
不

能
自
信
其
心
、
倀
倀
然
求
知
於
其
外
。
漸
染
積
習
、
其
流
之
弊
歴
千
百
年
而
未
已
也
」

（
『
龍
溪
王
先
生
全
集
』
巻
十
三
「
陽
明
先
生
年
譜
序
」
）
。

（
（1
）　

こ
こ
で
、「
孔
子
世
家
」
に
お
い
て
孔
子
が
「
該
博
」
で
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
に
、

『
史
記
』
が
全
体
を
通
し
て
「
該
博
」
に
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
そ
の
論
理

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
（1
）　

「
至
於
采
經
摭
傳
、
分
散
數
家
之
事
、
甚
多
疏
略
、
或
有
抵
梧
。
亦
其
涉
獵
者
廣
博
、

貫
穿
經
傳
、
馳
騁
古
今
、
上
下
數
千
載
間
、
斯
以
勤
矣
。
又
其
是
非
頗
繆
於
聖
人
、

論
大
道
則
先
黃
老
而
後
六
經
、
序
遊
俠
則
退
處
士
而
進
姦
雄
、
述
貨
殖
則
崇
勢
利

而
羞
賤
貧
、
此
其
所
蔽
也
」
（
『
漢
書
』
司
馬
遷
伝
賛
）
。

（
（1
）　

な
お
、
王
畿
が
み
ず
か
ら
を
「
外
史
」
と
称
す
る
の
は
、
現
存
資
料
の
中
で
は
『
中

鑑
録
』
と
「
凡
例
」
の
題
後
に
見
え
る
「
東
浙
龍
溪
外
史
王
畿
撰
」
の
み
で
あ
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
十
一
月
三
日
に
二
松
学
舎
大
学
・
浙
江
工
商
大
学
・
浙

江
省
倫
理
学
会
に
よ
る
共
催
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
陽
明
学
と
浙
江
文
化
―
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
陽
明
学
」
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
、
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
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